






































































































































































離」の問題であると言われている（Ikuta, 1983; 蒲谷，2003［2013］; 熊井，2003［2013］; 































































丁寧語を使用するのは、“to impersonalize the speaker by framing the request as official, 
and therefore, not personal” （Geyer, 2008: 58） ということを強調するからであると述べて
いる。これも聞き手に慎重に接している心理を表している。
　Cook （1996, 2008, 2011） は、プラスレベルシフトが生じる話者の心理を “public-mode” 










　Obana （2016, 2017） は、友人同士でも心から感謝している時にプラスレベルシフトが
起こると述べている。敬語を使う上位の人に対しても、感謝の辞を述べる時に敬語のレベ
ルがさらに上がることがあるが、これにも同じ心理が働いていると思われる。三輪（2000: 
95）は、「ありがとう」と「ありがとうございます」の差は、英語の thank you, thank 
you very much の差と同じでないと述べている。確かに上下関係などが認識される環境
では「ありがとうございます」は上下関係を明確にする。一方、英語の場合はどのような
環境でも very much は感謝の度合いの差を表しているだけである。しかし非敬語の世界
（家族や親しい友達）で、「ありがとうございます」というプラスレベルシフトが生じた場
合は、その敬語使用によって感謝の度合いが高いことを示しているのではないか。もちろ
3）  Cook はそれを教授としての identity を強調していると解釈しているが、元々普通体を使う理由が学生に対し
て同レベル的に親しみをもつスタンスを取っているのにも関わらず、教師の本分である教えるという時に教師
の identity を強調するのは「教師」という立場を改めて学生に知らしめることになる。筆者は、慎重な態度と

















































Bicchieri （2006） が社会的規範を定義付けるのに命名した “grammar of society” を適用
したいと思う。
　Bicchieri （2006） は、社会学の研究において social norms について次のように言及して
いる。
like a collection of linguistic rules that are implicit in a language and define it, social norms 
are implicit in the operations of a society and make it what it is. Like a grammar, a system 
of norms specifies what is acceptable and what is not in a social group. And analogously to 
a grammar, a system of norms is not the product of human design and planning （Bicchieri 
2006: ix）













く、やはり軸となるものとして social norms が根本を成している、と筆者は考える。
　Eelen （2001） が、それまでのポライトネス研究は social norms を主張しているに留まっ
ており、それは机上思考のポライトネスである。だから、ポライトネス研究はもっと実際
の対話の分析を行うことで discursive （広範囲的）に捉えるべきである、と主張して以来、












見解が一致している （例：Parsons 1951; Hechter and Opp, 2001 ［2005］; Baurmann, et al., 
2010; Bicchieri, 1997 ［2009］, 2006; Heath, 2011; Xenitidou and Edmonds, 2014）。
　確かに Eelen （2001） がそれまでのポライトネス研究が机上思考的であると批判した点
は、新しいポライトネス研究へと導く画期的なものとなったが、しかしだからといって社





　以上のように social norms を環境によって柔軟に応用、変化するものとして捉えた上
で、本稿ではいわゆる敬意を表す敬語を social norms と見做し敬語の基準として扱う。
ただし、これは（繰り返しになるが）敬語という言語形式に本来固有に敬意があるという
意味ではなく、対人関係において適切だと判断される距離を図ることで敬意を表すこと
ができるという意味における social norms のことである。そして前述の Bicchieri （2006） 
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ends of continuum” （Obana, 2017） として同列のものであると結論する。
